2011/10/24

工学院大学 常時微動・人力加振観測
日時　：　2011 年10月24日（月）　　14：40～16：20予定
1．観測目的
工学院大学新宿キャンパスにおける高次モードやねじれを含む建物全体の挙動を人力加振により把握する。人力加振による様子は、リアルタイム地震観測システムで把握する。同時に地震計の比較として、工学院大学新宿キャンパスに設置されているリアルタイム地震観測システムの地震計とIpod Touch内蔵されている加速度計の精度について、微動計を用いて同時観測を行い、検証します。
リアルタイム地震観測システム：http://realtime.cc.kogakuin.ac.jp/
I pod touch/I Phoneのアプリ：i地震 (白山工業)、iSeismo (2つとも無料アプリです)
2．観測スケジュール

14：40　28階に集合、人力加振開始
　　・センサーの設置、確認
　　・人力加振観測概要説明
· 加振位置に移動、準備
· 1回目をiseismo, 2回目をi地震(叩いてトリガーを起動させる)postトリガー100秒でとる。
15：00～05　1回目観測開始　（NS方向　建物周期2.882秒） 計測・加振時間3分

※事前に実施した微動観測結果により、加振周期を変更する場合あり

15：05～10　2回目観測開始　（NS方向　建物周期2.882秒） 計測・加振時間3分

15：15～20　3回目観測開始　（EW方向　建物周期2.690秒） 計測・加振時間3分

15：20～25　4回目観測開始　（EW方向　建物周期2.690秒） 計測・加振時間3分

15：30～35　5回目観測開始　（NS方向　建物周期0.878秒） 計測・加振時間3分

15：35～40　6回目観測開始　（NS方向　建物周期0.878秒） 計測・加振時間3分

15：40～45　7回目観測開始　（EW方向　建物周期0.914秒） 計測・加振時間3分

15：45～50　8回目観測開始　（EW方向　建物周期0.914秒） 計測・加振時間3分

15：50～55　9回目観測開始　（ねじれ方向　建物周1.949秒） 計測・加振時間3分

15：55～　 10回目観測開始　（ねじれ方向　建物周1.949秒） 計測・加振時間3分

3．立面概要図と平面配置図の概要
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②ドアは常時開放
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図1：28階平面図と微動計の配置図�(リアルタイム地震観測システムの地震計は、�微動計の位置のほぼ前の梁に設置されています)








加振が足りない場合のみ1分加振を追加
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２回目測定準備
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測定の流れ(加振測定時)





図2：加振と計測の流れ





測定終了








PAGE  
1
1

